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１．はじめに 
	 丹下健三〈1913-2005〉は戦後に庁舎建築を多く設計し、
そのほとんどが好例を示した。丹下は「民衆のための庁
舎建築」を提唱し、庁舎建築に公共空間を付加していく。
公共空間は古代ギリシャの建築空間を引き合いに出し、
民衆の理解を得ることになった。特にストアと呼ばれる
民衆のための施設を好んだ丹下は、ストア=民主的空間と
いう評価を与え、庁舎建築の設計の中に導入していく。
そこに丹下の庁舎建築が近代庁舎建築のモデルとされた
要因があると考える。	 
	 近代庁舎建築とは民衆に開かれた庁舎を第一の目的と
した建築物である。こうした庁舎建築を、本論文ではス
トア型庁舎建築と呼称する。また丹下の古代西洋建築へ
の懐古は、当時の日本建築で議論された民衆論・伝統論・
尺度論にも繋がっていく重要な思想でもある。本研究で
は、ストア型の庁舎建築が完成された香川県庁舎までの
一連の庁舎建築を研究の対象とし、そこに潜む古代西洋
建築との関係をスケールという指標をもって考察してい
く。そしてストア型庁舎建築の完成と古代西洋建築との
関係を導き出していく。	 
 
２．丹下健三の庁舎建築 
（１）庁舎建築の歴史 
	 丹下が「民衆のための建築」を庁舎建築の設計を反映
した背景には、戦前の日本の庁舎建築批判的視点がある。
戦前の庁舎建築は、帝冠様式を好んで設計されていた。
当時の設計競技は線図と呼ばれる平面図が用意され、建
築家は建築の立面意匠のみを設計することで競っていた。
建築に求められるものは、日本国家を象徴する様式に焦
点が当てられていた。そこで使われた様式が帝冠様式で
あった。［1］戦後、帝冠様式によるファシズム建築は国
家の象徴としての強度を失い、近代民主主義運動によっ
て新たな庁舎像を求められていった。［2］丹下は戦後す
ぐに庁舎建築の設計に携わった。そしてガラスやピロテ
ィ、ペデストリアンデッキによって庁舎建築に公共空間
としての演出を行い、内外の活動を視覚化させることに
よって民衆に開かれた明るい庁舎像を作り出していった。 
（２）民衆の意向への回答 
	 こうした公共空間の導入は丹下の庁舎建築の最も大き
な特徴である。丹下は戦後の民主体制への転換を、建築
の設計を通して提示していく。丹下が民衆の意向を読み
取って建築の設計をしていく過程は、浜口隆一によって
書かれた「ヒューマニズムの建築	 日本近代建築の反省
と展望」が大きな影響を与えている。この中で浜口は日
本の近代建築は本来の役割を失い、人民との密着性を失
っていることを指摘する。［3］浜口の発言から始まる民
衆論争をきっかけに、建築家は民衆をどのように理解す
るのかを考えていく。丹下は、「民衆の意向を読み取り
それを形に出来る者が、建築家である」と述べ、建築家
という職分の特殊性を説いている。［4］そして丹下は庁
舎建築に民衆のための空間を取り入れ、民衆のための自
由な公共空間を実現させようとしていた。	 
（３）伝統的意匠論 
丹下は公共空間への取り組みと同時に、日本の伝統的
建築物と近代建築の統合を行っていく。丹下が設計した
広島ピースセンター以降、建築界で巻き起こる伝統論争
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 は、弥生的建築=丹下健三、縄文的建築=白井晟一という
図式を持って、日本建築の源流を巡って多くの議論をさ
れることとなった。［5］丹下は日本の木造建築の特徴で
ある柱・梁による構成を、鉄筋コンクリート造に置き換
えて設計していった。［6］公共空間の導入によって民衆
の意向を実現した丹下は、同時に日本の伝統建築の意匠
を施すことによって、日本の風土との調和を図っていた。
丹下は日本の伝統建築の意匠を施すために、独自のモデ
ュロールを作り出している。丹下モデュロールと呼ばれ
る独自のスケールは日本の尺度法を基準としている。そ
れは鉄筋コンクリートが可能にした巨大な建築物に日本
建築の構成美（プロポーション）を与えためであった。 
（４）スケール論の展開 
丹下は建築の比例関係を、独自のモデュロールを作り
出すことによって解決した。丹下のモデュロールの特徴
は、合理的な建築設計を可能にすることにある。またこ
のモデュロールは、ピロティ、人工地盤の設計にも活用
されている。つまりこれまでの丹下の思想は、尺度的ア
プローチによって獲得されてきたことになる。 
モデュロールの導入の背景には、自らが述べた尺度論
が存在する。尺度論で丹下は近代都市が従来のスケール
よりも巨大なスケールを必要としていることを述べた。
特に都市スケールは建築の設計の新たな指標として、土
木規模のエクストラヒュマンスケールは都市計画の新た
な指標としてその必要性を述べた。［7］そして丹下はス
ケールを階層的に扱うことによって、建造物それぞれに
対応した大きさを必要とすることを論じた。特に都市ス
ケールとヒューマンスケールの統合は丹下にとって最も
重要な点であった。このように複雑に散布されたあらゆ
る問題は、モデュロールによって統合されていく。 
（５）古代建築との関わり 
丹下が都市と人間の統合に奮闘した背景には、古代ギ
リシャの都市、建築への賞賛がある。古代ギリシャの都
市、建築はフィート法に基づいている。そしてこのフィ
ート法は、ヒューマンスケールを基本としている。つま
り古代ギリシア人は人間尺度によって作られる建築に、
美しさを見出していた。またフィート方は日本の尺寸法
にきわめて近い数値でもある。それは尺寸法を基準とし
た丹下の建築と、フィート法に基づく古代ギリシアの建
築は類似する可能性があることがみえてくる。 
丹下の設計した旧東京都庁舎（1957）の地下部分は、
古代ギリシャのパルテノン神殿の比例関係にきわめて類
似したプロポーションが当てはまる。そして地上部分は
パルテノン神殿の内陣の幅を延長した形が当てはまる。
(図１)また倉吉市庁舎（1957）ではパルテノン神殿のプロ
ポーションが同一スケールで当てはまった。旧東京都庁
舎では、30m ラインの高さ制限と必要面積の確保によっ
てパルテノンとの関係は希薄であるが、倉吉市庁舎の高
さ関係ではパルテノン神殿との関係を見出すことができ
る。（図 2） 
 
 
（図 1）旧東京都庁舎とパルテノン神殿の比較 
 
 
（図２）倉吉市庁舎とパルテノン神殿の比較 
 
 	 一方で広島平和記念会館の設計で用いられた正方形
平面は、純粋な正方形ではなく少し崩した形態を用いて
いる。この擬似正方形は清水市庁舎（1954）、香川県庁
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 舎（1958）の設計でも使用されている。古代ギリシャの
建築群にもこれと似た建築形態を持つものがある。それ
はアテネ-ニケ神殿である。そして丹下の擬似正方形によ
る庁舎建築のプロポーションは、ニケ神殿の内陣プロポ
ーションと同様のプロポーションを持っていることが図
示される。（図 3） 
 
（図 3）ニケ神殿の内陣と香川県庁本庁舎（上部）、清水
市庁舎（下部）の比較 
 
	 ここに丹下は古代ギリシアの神々のプロポーションを
持って庁舎建築の骨格を作っていたという大きな仮説が
導き出された。以後この仮説を明確にするために丹下の
論説と思想を読み解いていく。 
 
３．丹下健三の民衆論争 
（１）近代庁舎建築 
	 1946 年丹下は広島の復興計画に参加した。そして行
政側はこの調査を踏まえて、1949 年に広島ピースセンタ
ーの設計競技を行った。丹下は先の調査からこの設計競
技に参加し、一等を獲得した。このコンペにおいて丹下
はコミュニティ・センターの提案を行い、公園内に庁舎
と公会堂、図書館、原爆資料館の配置の提案を行ってい
る。丹下は庁舎を都市の中心的機能の象徴とし、その周
辺に公共建築を充実させることによって、コミュニティ
ー・センターによる都市の骨格を作り出すことを提案し
た。［8］しかし引き続き旧庁舎を利用することが先に決
定され、丹下のコミュニティ・センターの構想は実現す
ることは叶わなかった。 
	 広島市内での建築の設計を終えると、丹下の下に清水
市庁舎と旧東京都庁舎の設計競技が舞い込んでくる。「戦
後、官吏は国民の公僕であるということが民主主義の合
言葉のなかでくりかえされている。」［9］という民衆側
の民主主義活動を、丹下は建築空間に反映して設計を進
めていった。そしてこの時広島計画で実現されなかった
コミュニティ・センター案を、丹下は庁舎建築の設計で
実行していった。結果として清水市庁舎では建物の全面
に広場を設けることによって、都市コミュニティを作り
出そうとした。ここで丹下は古代ギリシアの広場（アゴ
ラ、特にストア）を引き合いにして、庁舎建築には公共
空間の必要性があることを主張した。［10］また庁舎建
築はどの国、どの歴史においても民衆が獲得した建築で
あることを述べ、戦後の日本の庁舎建築も市民の交わり
を深める場としてあるべきことを論じていった。［11］ 
（２）芸術と空間機能 
民衆に開かれた庁舎建築の設計に対して、丹下は庁舎
建築の内部に芸術作品を好んで飾っている。旧東京都庁
舎では岡本太郎を、香川県庁舎では猪熊弦一郎の作品を
広場に面した場所に展示した。この活動に参加した岡本
太郎は、合理的近代建築と有機的芸術の空間の協同こそ
真の生活空間であると主張する。この関係は柱・梁によ
る近代建築を理性的物資とし、芸術作品はその逆である
本能的物質とすることで役人と市民の関係を空間内で作
り出そうとしていた。［12］そしてそれまで官吏の執務
空間として利用されていた庁舎建築は、芸術によって公
共性を獲得することになる。丹下はこうした活動の目的
を古代ギリシアの都市生活と重ね合わせている。古代ギ
リシアでは、芸術特に造形芸術が建築と一体となって存
在していた。［13］例えば古代ギリシアの神殿は、内部
に神々を祭った彫刻が建築の一部として存在する。アゴ
ラでも同様に彫刻や絵画は、社会的な意義をもっておか
れている。それらは共に芸術と建築の綜合によって存在
している。丹下はこうした古代ギリシアの都市同様に、
建築と芸術の共闘が社会的空間を獲得すると考えていた。 
（３）公共空間 
	 丹下は清水市庁舎の設計と同時に、旧東京都庁舎の設
計競技に参加した。一等に選ばれた丹下は都庁に提案さ
れた広場に浮浪者が住み着く可能背があると、広場機能
を避難された。この時、都庁舎の設計に係る役人のみな
らず一般の都民からも批判されている。つまり民主主義
の庁舎空間をつくろうとする丹下の活動は、民衆側に理
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 解されなかったことになる。［14］広場空間は無用なも
のであると避難されたことを踏まえ、丹下は近代建築の
５原則のピロティに着目した。庁舎建築のピロティは交
通の機能を持つものであり社会的空間とされていたが、
ここに広場空間を付加させた。それはピロティに人が滞
在できる機能を与えることを目的としている。社会的交
通機能と私的な広場空間の併存関係を、丹下は無用な空
間への解答としている。［15］またこうしたピロティ空
間を再び古代ギリシアや古代ローマの建築を引き合いに
し、コロネードは個人と社会の相互関係の接続点であっ
たと述べた。［16］そして旧東京都庁舎から丹下の広場
はピロティの中に取り込まれていくことになる。 
（４）日本の広場 
	 こうした丹下の広場空間の希求は、日本の公共空間が
未熟であったことにある。丹下が広場空間の設計に奮闘
していた同時期に都市デザイン研究体は、日本の広場に
ついての研究を行っている。彼らは古来日本の広場には
場所の規定はなく、場所を広場化することによって一時
的活動を展開していたとしている。［17］そして近世以
降こうした広場化する場は、道の上で行われてきたもの
であった。その後日本は明治期に西洋文化を受け入れる。
そして日本の街では国外の人々が往来するようになり、
街並みの見直しがされるようになった。そして通りに面
して飛び出した「出店」は、野蛮な都市の姿であるとい
う理由で禁止された。そして道をコミュニティ空間とし
ていた都市は、公共機能を失った。つまり近代以降広場
化する場は、民衆の生活から消失してしまう。失った広
場空間を取り戻すために、丹下は建築内部に広場機能を
与えた。それは庁舎建築の設計を通して、公共空間の必
要性を提示していたことになる。こうした都市の姿は、
高度に発達した古代西洋建築の民主制に則った健全な都
市の姿でもある。 
 
４．丹下健三の伝統論争	 
（１）帝冠様式 
	 一方で庁舎建築の設計において、丹下は伝統論を用い
て建築の設計を行なってきた。伝統論争によって丹下が
作り出そうとした庁舎建築の姿は、日本の伝統的建築物
と近代建築の統合にあった。丹下が行なったこうした建
築の設計思想は、まず戦前の庁舎建築の歴史を見て行く
ことで見えてくる。明治期に日本はジョサイア・コンド
ル（1852-1920）によって西洋建築を学んだ。そこから日
本の建築家は独自の文化によって生み出される様式を模
索し、1918 年に行われた国会議事堂の設計競技において
一つの様式にたどり着く。下田菊太郎によって提案され
た「帝冠合併式」と呼ばれる様式である。［18］この様
式はその後「帝冠様式」と呼ばれるようになった。帝冠
様式は当時日本固有の様式として、様々な建築で使われ
た。官公庁建築も同様に帝冠様式によって作られるもの
が多く、日本国家を代表する権威的意匠を纏った建築様
式として評価された。しかし、先に述べたように帝冠様
式はその外観から閉鎖的で重々しい建築の印象を持ち、
市民と断絶した庁舎建築の姿を作り上げていってしまっ
た。大正末期から昭和の初期にかけ、こうした様式主義
から分離しようとする動きが始まっていく。堀口捨己
（1895-1984）、山田守（1894-1966）等による「分離派」
グループは、様式主義を否定し自由な建築の設計を行お
うと奮闘していく。［19］こうした新たな建築運動の理
解者として丹下が大学時代に師事した、岸田日出刀
（1899-1966）がいた。 
 
（２）近代建築への歩み 
様式主義の解体を目指す分離派会は、当時国際的地位
を確立していたモダニズム建築を取り入れていった。ま
た当時の建築家は近代化に向かう一方で、日本の伝統と
は何かという問題を議論した。岸田はこうした近代モダ
ニズムと日本建築の統合へ向かう若き建築家を支援した。
岸田は欧州留学の帰りに、ライカカメラとル・コルビュ
ジェの作品集を持ち帰った。［20］岸田の最も大きな業
績のひとつは、このライカカメラによって撮影された「過
去の構成」である。［21］「過去の構成」では日本の伝
統的建築を取り上げ、その構成の美しさを写し出した。
同時に岸田はコルビュジェの作品集によって、国際様式
であったモダニズム建築を日本に広めていく。そして丹
下は岸田の教えの下で「MICHELANGELO 頌	 —Le 
Corbusier 論への序説として」と題した卒業論文を執筆し
た。［22］ここで丹下はコルビュジェ論の序章として、
ミケランジェロを取り上げた。ミケランジェロは古代ギ
リシアの絶対的な幾何学による建築の美学と、今日の崩
壊した姿に見られるパトスの双方を見出す。そして丹下
はミケランジェロをアポロ（美と秩序）的と、ディオニ
ュソス（陶酔と狂気）の共闘による建築を作り出そうと
する人物像として描いた。その後丹下はこのアポロとデ
ィオニュソスを日本の歴史時代の弥生と縄文に書き換え、
伝統論争を引き起こしていく。 
（３）日本建築評価 
戦後の建築家が行った近代建築と日本建築の統合は、
国外からの日本建築評価が大きな後押しをした。1933 年
5 月 3 日ドイツ工作連盟の建築家ブルーノ・タウト
（1880-1938）は、日本に亡命に果たした。一時京都に身を
置いたタウトは桂離宮に案内され、日本建築に絶大な評
価を与えた。それは近代建築がコンクリート構造によっ
て辿り着いた柱・梁による構成を、日本建築は木造によ
って作り上げていたからである。木造によるモダニズム
建築は素朴で繊細でありながらも、周囲の環境と調和し
て建つ姿にタウトは感動した。［23］タウトによって評
価された日本建築は国外に波及していく。そして機能主
義、合理主義に基づいて装飾を排除したモダニズムへの
新たな可能性を、日本建築の中で見出そうとしていく動
きが国外で起こった。丹下も同様に近代建築と日本の伝
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 統的建築の統合によって、建築論を展開していった。特
に丹下はタウトが評価した桂や伊勢のような、貴族屋敷
や神社を弥生的建築としている。丹下は弥生的建築と近
代建築と統合させようとしていく。 
（４）弥生的建築 
	 広島ピースセンターの設計を記念した新建築の特集号
で丹下は、「広島計画 1946~1953 とくにその平和会館の
建築経過」を執筆し伝統論争が勃発する。［24］丹下が
述べた日本の伝統的建築に関する論は、川添登（1926-）
によって弥生的建築=丹下健三、縄文的建築=白井晟一の
関係を作り上げられた。庁舎建築の設計は伝統論争と平
行して、議論されていた。つまり丹下は伝統論争による
建築的思想を庁舎建築の設計に反映させてきた。丹下に
とって初めての庁舎建築である清水市庁舎では、桂離宮
を模倣した建築の姿が浮かび上がる。 
 
 
（図 4）桂離宮と清水市庁舎の外面の美的構成 
 
	 丹下は桂を内部の構造とは切り離された、外面的美し
さがあるものと述べている。桂は美しい立面を作り上げ
ることにのみ配慮され、内部と外部の関係は乖離した存
在だと評価を下した。桂は垂直方向に伸びる部材のみが
写し出され、美しい秩序を持った外面の獲得を第一の目
的としされている。清水市庁舎も同様に外面の美しい構
成を作り出すため、内部に耐震壁を配置し水平荷重に耐
える構造とした。そして外面には垂直方向の荷重のみを
支える柱のみが露出されることになる。結果として清水
市庁舎の外面は、垂直方向の線が強調されている。ここ
では丹下の弥生的建築、外面的な美しさが主張されてい
る。（図 4）東京都庁舎の設計では日本の伝統的もデュー
ル「木割」の分割によって、美しい建築の立面が立ち上
がった。［25］そして立面の美的構成にこだわった丹下
は、香川県庁舎において弥生的建築の完成系を作りだし
た。［26］ 
 
（５）縄文的建築 
	 弥生的建築によって庁舎建築の設計を行ってきた丹下
は、その後縄文的建築へ移行していく。［27］香川県庁
舎の設計を終えた後すぐに設計された今治市庁舎（1957）
の設計において、丹下は縄文的建築による庁舎の設計を
始めた。ここでは柱・梁によって構成される建築の姿は
なく、面的構成によって建築を作り出していた。藤森照
信（1946-）は今治市庁舎以降の建築を「壁面との格闘」
に移行したことを述べている。［28］この移行が確実な
ものである根拠として、1960 年代に出版された「桂-日本
建における伝統と創造-」に丹下が執筆した序論である。
［29］ここではこれまで丹下の述べてきた桂離宮が述べら
れなかった。桂離宮は貴族屋敷という弥生的なフォルム
を持ち、市民風の素朴な生活を行った縄文的側面を持つ
ものと述べた。［29］つまりここで述べられた桂像は弥
生的な建築形態を持った、縄文的な空間をもつものであ
った。タウトによって評価された桂離宮を弥生的建築と
して、近代建築との統合を行ってきた丹下であったが、
この時には縄文的要素へ興味が芽生えた姿がここに見ら
れる。［30］そして丹下は伝統論争における自らの立場
を、弥生と縄文を統合する者として主張し始める。この
建築設計における思想の変化は、ル・コルビュジェの影
響が強くあると考えられる。丹下は 1957 年に香川県庁舎
において弥生的建築の完成形を作り上げた。平行してコ
ルビュジェは 1950年代からチャンデーガルの都市計画を
始めていく。コルビュジェは人体と空間をモデュロール
によって統合する実験的建築設計を終え、ヴァナキュラ
ー建築へと関心を移していた。［31］「東方への旅」は
世界の都市の土着的建築を研究し、近代モダニズムの中
に取り込んでいくための調査であった。ブリーズソレイ
ユはその最たる例である。つまり丹下の言葉を引用する
とコルビュジェは、縄文主義へと移行したことになる。
丹下はコルビュジェの建築によって、縄文的建築へと移
行していった。［32］そこでは尺度によって秩序立てら
れた建築ではなく、分厚いコンクリートとの格闘によっ
て建築を構成することに重点が置かれた。同様にこれま
での民衆のための公共空間は、建築の内部に作られてい
ない。ピロティ空間を持たない今治市庁舎も倉敷市庁舎
（1960）も社会的尺度と個人的尺度の併存が成立しなくな
った。以上から香川県庁舎までの一連の庁舎建築の形態
において、丹下は建築の比例関係を希求してきたことが
わかる。 
 
５．丹下健三のスケール論	 
（１）民衆論と伝統論 
	 伝統論争の引き金となった「広島計画 1946~1953 とく
にその平和会館の建築経過」は日本の伝統についての論
と同時に、近代都市のスケールの問題を述べていた。川
添はこの時の文章を伝統論と尺度論の２つに分解した。
［33］しかし伝統論と尺度論は密接な関係を持っている。
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 丹下は独自のモデュロールを作るがその基準点は、日本
の伝統に基づいた尺度が与えられた。それは丹下が評価
した弥生的建築の比例関係を、巨大化した建築物に与え
るためであった。その尺度は民衆論で取り入れたピロテ
ィ空間の骨格を作り出すものでもある。社会的空間と個
人的空間の併存は、スケールの操作によって作られる。
そして丹下はピロティにはマススケールとヒューマンス
ケールが同時に存在していることを理想とした。［34］
丹下はピロティにメザニン階（中階）を挿入している。
それは都市スケールによって導き出されたピロティ空間
は、メザニン階によってヒューマンスケールを取り戻す
ことになる。つまりメザニン階を持つピロティによって、
社会的尺度と個人的尺度の併存関係は獲得された。この
ように丹下モデュロールは伝統論と民衆論の問題を実現
するための寸法であった。そして民衆論争と伝統論争は
共に尺度論、特に丹下モデュロールによって説明される
ことになる。 
（２）モデュロールの導入 
	 丹下はモデュロールによって建築の設計を行ってきた。
モデュロールの導入は、丹下の理想とする建築を具現化
させるための手法であった。そもそも建造物の設計にお
いてスケールという概念は様々な指標を持っている。土
木建造物のスケールとインテリアのスケールは同次元の
スケールではない。これらは建造物を使用する対象が異
なるためである。土木建造物は自然環境を対象とし、建
築物は人間が対象となっていく。［35］建造物の設計で
スケール的アプローチを行う場合には、対象の大きさを
常に理解する必要がある。つまり建築設計では、人体寸
法との関係を常に意識する必要がある。そして建築家は
長年人体尺度との関係を持つ建築の研究してきた。こう
した研究は集落のフィールドワークを通して獲得し、設
計に応用するものである。一方で人間工学的アプローチ
によって人間尺を獲得する研究方法がある。［36］人間
の標準的な各寸法を数値化し、用途に応じて必要な値を
用いる方法である。人体寸法は尺度法やフィート法を作
り出し、それらの比例関係からモデュールと呼ばれる一
定の秩序たった関係、木割やオーダーの美しい尺度を作
り出していった。そしてモデュールはモデュロールへと
発展していく。黄金比と人体尺度の関係によって数的展
開を示したモデュロールは、尺度の無限拡大、縮小を行
うことを可能にさせた。そして丹下はモデュロールに都
市、建築、人間が密接に関わることを見出した。 
（３）丹下モデュロール 
	 丹下モデュロール（TM）と呼ばれる独自のモデュロー
ルは、コルビュジェのモデュロール（以下 LCM）の欠点
を見出すことから始まる。［37］（図 5）モデュロールは
フィボナッチ数列によって前後の数値を加算、減算する
ことで次の数値を導き出していく。しかし CLM の数的関
係の中では、1mm のズレが生じている点がある。丹下は
このズレが建築の設計において支障をきたすものとし、
独自のモデュロールの開発を行っていく。［38］ 
 
図 5	 丹下モデュロール表 
 
	 丹下が初めてモデュロールによる建築の設計を行った
作品は、広島ピースセンター（以下 TM-HP）であった。
LCM と比べると数値のズレは改善されているものの、小
数点以下 2 位までの正確な数値が TM-HP では与えられて
いる。この小数点に存在するばらばらな数値は、建築の
設計を不自由なものとしてしまった。その後外務省本庁
舎の設計競技（以下 TM-MFA）で TM-HP は修正された
が、ここでも丹下のモデュロールはうまく使用されてい
なかった。続く旧東京都庁舎の設計（以下 TM-TCH）で
TM-FMA の修正を行い、再び TM-HP をベースにしてモ
デュロールを作り出した。こでは TM-HP の 5257mm を
5256mm に修正している。5256mm は 1752mm のサッシュ
を 3 分割することに適応できた。［38］しかしこの 1752mm
はモデュロール表に存在しない数値であることを丹下は
自ら述べている。そしてこの問題はグリッドフォーメー
ションの柱割に、設計の焦点が置かれてしまっていたと
反省し、内部の機能、工業製品、設備モデュールとも関
連したモデュロールを模索していく。 
	 そしてそれは香川県庁舎の設計（以下 TM-KCH）にお
いて、日本の尺寸法との関係を持ったモデュロールにた
どり着いた。丹下は TM-KCH で黄金比ではなく、木割の
比例関係を持って数値を展開している。そして基準点に
おかれた尺寸法は、日本の工業製品との関係を十分に期
待されるものである一方で、伝統論争によって丹下が表
現しようとした日本の伝統的建築物の比例関係を作り出
すことにも長けていた。つまり香川県庁舎の設計におい
て丹下は、工業スケール、人体寸法、美的な比例関係を
獲得したことになる。特に外面的美学によって構成され
てきた丹下の建築からも、美学スケールの導入は大きな
成果となった。 
 
（６）美的スケール 
	 「美しくなければ建築ではない」「美しきもののみ機
能的である」このように主張した丹下は建築の美学につ
いて追求する。［39］当時近代建築によって機能主義的
立場に立たなければならない建築家は、建築の美学につ
いての言及はタブーとされていた。［40］古典建築を好
んだ丹下は、民衆は美学に対して敏感であることを理解
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 していた。古代ギリシアのパルテノンや伊勢には絶対的
な評価軸が存在した。この建築評価は民衆側の「美しさ」
という琴線に触れるためであったからである。そこに庁
舎建築の設計で外面的な美しさを求めた理由があったの
だと考える。モデュロールによって獲得された建築の美
しい比例関係は、民衆側に庁舎建築の社会的意義をわか
りやすく提示することになる。またパルテノン神殿、伊
勢神宮同様に、美しい建築は象徴的建築でもあった。庁
舎建築を都市の中枢的機能であることを述べていたこと
からも、丹下は庁舎建築を象徴的に扱っていきたかった
のだと考える。 
 
６．丹下健三と古代西洋建築	 
（1）市民社会の都市 
	 庁舎建築の設計についての丹下の言説には常に西洋都
市論が述べられてきた。民衆論争の広場の説明、伝統論
の契機とされたミケランジェロ論、そしてこの両者を具
体的な建築にするための尺度論での美的な構成。丹下健
三は、常に西洋建築との関係の中で建築の論を展開して
きた。このように西洋建築に関心を持つ丹下は CIAM 会
合に招致され初めて西洋世界に訪れた。1951 年始めての
海外旅行に出た丹下は、ローマに訪れてミケランジェロ
の建築を見ている。［41］特にカンピドリオ広場に深く
感動し、日本での広場の必要性を再認識している。しか
しその後すぐに書かれた「都市のコア論」で、ローマに
おけるフォラムはあまりにも政治的、また市民によって
利用されただろうが市民の自由意志によって創られたも
のではなかったとして、古代ギリシアの広場を評価して
いく。［42］市民社会は都市の公共空間の豊かさによっ
て決定される。しかし公共空間は民衆側自らが獲得する
必要があった。丹下は広場の機能を作り上げるものはス
ケールによって生じてきたことを述べていた。現にモデ
ュロールの活用時に、丹下は人間と都市の尺度によって
広場機能を獲得しようとしていた。しかし古代ギリシア
の都市は人間の尺度に基づいて作られてきた。ギリシア
広場の都市スケールとはどのようなものにあったのかは、
再び丹下の卒業論文を読み解く必要がある。 
（2）Michelangero 論 
	 「MICHELANGELO 頌	 —Le	 Corbusier 論への序説として」
の中で、丹下は建築、都市の最高峰に古代ギリシアを挙
げている。「ディオニソスの情熱を持して、地中海へと
遠征し突撃した健康なギリシア族が、南伊の地に新たに
神殿を建立した。Paesthum の神殿をみられよ。その健康
なるギリシア族の幾何学の有機の豊穣を見られよ。［43］」
と述べた丹下は、古代ギリシアの建築（＝比例関係）に
対して絶対的な指標を与えている。ギリシア人はどの土
地にいようと人体の尺度によって、秩序立てられた建築
と都市を構築していく。それはギリシア都市の象徴とし
て存在し、消失することのない都市の姿を作り出した。
この象徴はギリシア人が自ら獲得した比例関係によって
作られている。そして都市の象徴的建築物は、民主的な
社会を獲得して行く。つまり象徴的な建築物がギリシア
の都市を作り出してきたのである。ミケランジェロは、
造形によって古代ギリシアの建築を凌駕した。［44］そ
してミケランジェロは新たなクラシックな建築を作り上
げたことになる。そしてミケランジェロの建築は、ロー
マにおいて象徴的建築として都市に存在した。コルビュ
ジェは近代において象徴的建築物を構築する人物と述べ
ていく。［45］ 
（３）古代建築の美学 
コルビュジェは「建築をめざして」の中で、アクロポ
リスの建築群を健全な都市の姿とし、そこには美しい建
築の秩序と環境との共存をみた。［46］パルテノン神殿
はプロピュライア（入り口）から見ると、斜めに配置さ
れている。それは立体的に建築を眺め、美しく見せるた
めであった。［47］小高い岡の上に建てられたパルテノ
ン神殿は常に存在していた。ギリシア人は神々の建築を
象徴的に扱うことで、アクロポリスの神域空間を作り出
した。そして丹下のパルテノン型の庁舎建築も同様に、
アプローチに対して二面が立体的に写し出される。 
建築の幾何学と軸線は、常に建築を象徴的に扱った。
そして丹下のアテネ-ニケ神殿は丹下の求めたストアの形
成に大きく関連された建築物である。列柱によって社会
と個人の関係を作り出そうとする丹下は、アクロポリス
の入り口に建つプロステュロス(全面前柱式)を参照した。
丹下は建物の前面に列柱を取り込んだ姿に、ストア型の
建築形態を見ていたのだろう。これらの建築的類似点は、
庁舎建築という都市の中枢的機能、象徴を作り出すもの
として説明できる。象徴を作り出すものが比例関係にあ
った。そして日本建築の比例関係による立面構成と、西
洋建築の比例関係による平面構成は、共に庁舎建築の中
で統合された。 
 
７．結論	 
	 本研究は、丹下健三の庁舎建築と古代ギリシアのアク
ロポリスの建築の平面的比例関係が成り立つ仮説を明確
にしてきた。丹下は民衆論争において広場の希求を行う。
そして民主的な都市の代表として丹下は古代ギリシアを
引き合いに出し、特にアゴラ/ストアの空間を作り出そう
としていく。同時に丹下は伝統論争によって弥生的建築
と、近代建築の統合を庁舎建築の設計で行ってきた。こ
の弥生的建築は丹下の卒業論文であるミケランジェロ論
を発展させ、パルテノン神殿によって古代ギリシア人が
到達したアポロ的建築を称賛したことから始まっていた。
民衆論と伝統論は共に古代ギリシアの建築、都市によっ
て説明されてきた。そして実際に建築の設計において丹
下はスケール操作によって、両者の機能を獲得した。特
に丹下モデュロールと呼ばれる独自の尺度は、日本の木
割を参考にし、美しい建築を作り出すことを目的として
使用された。そして民衆は美学に対する理解を持つとし
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 て、建築の立面にわかりやすい日本のモデュールである
木割の尺度を与えていく。一方で尺度は古代ギリシアの
アクロポリスの建築群に与えられた、建築の比例関係へ
の関心でもあった。秩序立てられた都市の姿を通して、
その要因をパルテノンやニケ神殿などの象徴的建築に見
ていたのだと考えられる。そして都市の中枢的機能であ
る庁舎建築の外面的美しさは日本の伝統的建築によって
作り上げ、平面には古代ギリシアの象徴的比例関係を与
えていった。つまり丹下はスケール操作によって象徴的
な庁舎建築を作り上げようとし、古代ギリシアの平面を
与えていたのだと考える。 
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